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今年のコシヒカリ（5 月 13 日田植）の生育は、6 月下旬からの高温の影響で

平年より４日程度早めに進んでいます。今後は生育状況や気象等に留意して、

穂肥施用や病害虫防除を的確に行いましょう。  
 

１ コシヒカリの穂肥  ～生育状況を見て慎重に施用～ 
 

【基肥一発体系の場合（平地、５月中旬植え）】 
(1) 今年は７～８月の気温が高めとなる予報が出ていることから、葉色が淡い

場合は、追加穂肥を施用しましょう。また、追加穂肥に備えて肥料を準備し

ておきましょう。 
 
 
 

 
 
 
 
 

【分施体系の場合（平地、５月中旬植え）】 
時 期 幼穂長 草丈 葉 色 肥料名および施用量 

出穂期の 15 日前 
（７月 15 日頃） 

１．５ｃｍ 
８２ｃｍ 

以下 
３．８ 

LP 追肥３８号 
１５kg/10a 

 
※中山間地域や５月中旬以外の田植えの場合は、施用時期が異なります。 
 

(1) ほ場によって生育の進み方が違いますので、 

幼穂長（１．５ｃｍ）を必ず確認して、施用しましょう。 

 

(2) 穂肥施用時に草丈が長い（８２ｃｍ以上） 

場合や、葉色が濃い（３．８以上）場合は、 

施用を３日程度遅らせましょう。 
 

２ 出穂期までの水管理  ～適正な葉色へ誘導する～  
幼穂形成期以降は、飽水管理（足跡に水が残る程度）を行い、水田が乾き

過ぎにならないように注意しましょう。一方で、水を溜めっぱなしにするの

も厳禁です。 

 

３ 病害虫防除  

カメムシ類による斑点米の発生を防ぐため、品種や生育に応じて適期防除を

徹底しましょう。出穂の早い早生品種やカメムシ類の多発時は、被害を受けや

すいので、必ず３回防除を行って下さい。また畦畔雑草にもカメムシが生息し

ているので、畦畔にも薬剤がかかるように散布しましょう。散布間隔は７日間

を目安とします。（１０日以上あけない） 
 

【基本防除の目安】 
○ 粉剤または液剤の場合 

剤

型 

時 

期 
使用農薬 

散布量/10a 

(希釈水量/10a) 
使用基準 

（収穫前日数） 

粉

剤 

穂揃期 ビームモンカットスタークルＦ粉剤５DL ４㎏ 14 日前まで 

傾穂期 キラップ粉剤 DL ４㎏ 14 日前まで 

多発時 トレボン粉剤 DL ４㎏ ７日前まで 

液

剤 

穂揃期 
ビームエイトスタークルゾル 

薬量 150 ㎖  

(希釈水量 150ℓ) 

14 日前まで 

モンカットフロアブル 14 日前まで 

傾穂期 キラップフロアブル 
薬量 150 ㎖ 

(希釈水量 150ℓ) 14 日前まで 

多発時 エクシードフロアブル 
薬量 75 ㎖ 

(希釈水量 150ℓ) 
７日前まで 

・風向きと風力、散布量等に注意し周辺の作物や住宅地等への飛散防止に努めましょう。 
・農薬は基準量を守って使用し、栽培履歴をしっかり記帳しましょう。 

 

○ 粒剤の場合 

防除時期 品種 使用農薬 散布量/10a 
使用基準 

（収穫前日数） 

穂ばらみ期 中生 イモチエースキラップ粒剤 ３㎏ 35 日前まで 

・出穂 10 日前までに散布する。散布に当たっては、水深 3～５cm 程度の湛水状態で均一に散布

し、散布後少なくとも４～５日間は湛水状態を保ち、7 日間は落水しない。 

※カメムシ類の多発条件や水持ちの悪いほ場は、効果不足が懸念されるため使用を控えるか、粉剤

または液剤を使用し、追加防除を行って下さい。 
※粒剤は残効性が長いので、残留農薬防止のため収穫前日数を厳守して散布して下さい。 
 

【随時防除】 

  紋枯病の発生がみられる場合、穂ばらみ期（出穂１０日前頃）に防除しま

しょう。 
剤型 使用農薬 散布量/10a (希釈水量/10a) 使用基準（収穫前日数） 

粉剤  モンセレン粉剤ＤＬ ４㎏ 21 日前まで 

液剤  バリダシン液剤 薬量 150 ㎖  (希釈水量 150ℓ) １４日前まで 

 

幼穂長1.5㎝を

確認する 

株の中で一番長い草丈の

茎を根元から抜き取る。 

ほ場毎に５株程度で幼穂

の長さを確認する。 
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斑点米は前年産の 

格下げ要因ワースト１ 

【追加穂肥の目安】 

出穂期の７～１０日前（穂ばらみ期）の葉色が 

４．２未満（壌土は．４．０未満）の場合 

追肥３号で 

５～７ ㎏/10a 

直ちに施用!! 

※遅くても出穂期の 3 日前（走り穂）

までに施用する 


